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ふれあい体験!いしだけ動植物園

ふ
れ
あ
い

体
験
広
場
!

土
の
城

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

て
ひ
と
き
わ
目
を
引

く
の
が
、
広
場
中
央
に

小
高
い
丘
を
模
し
て
作

ら
れ
た
「
土
の
城
」。
城
の
外

側
で
は
、
か
わ
い
い
ミ
ー
ア
キ
ャ
ッ
ト
と
プ

レ
ー
リ
ー
ド
ッ
グ
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

野
生
の
ミ
ー
ア
キ
ャ
ッ
ト
は
数
十
頭
ほ
ど
の

群
れ
を
形
成
し
、
地
下
に
作
っ
た
ト
ン
ネ
ル
状

の
巣
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
日
の
出
と
共
に
巣

穴
か
ら
出
て
、
太
陽
に
向
か
っ
て
尾
を
支
え
に

し
て
後
足
で
直
立
し
、
日
光
浴
す
る
習
性
が
あ
り

ま
す
。
草
原
地
帯（
プ
レ
ー
リ
ー
）に
穴
を
掘
っ

て
巣
穴
を
作
る
プ
レ
ー
リ
ー
ド
ッ
グ
も
、
ミ
ー

ア
キ
ャ
ッ
ト
と
同
じ
よ
う
に
群
れ
で
生
活
し
て
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「
子
ど
も
た
ち
が
動
物
に
も
っ
と
興
味
を
持

ち
、
命
を
感
じ
ら
れ
る
施
設
に
」
を
目
的
に
整
備

さ
れ
た
「
ふ
れ
あ
い
体
験
広
場
」
。
プ
レ
ー

リ
ー
ド
ッ
グ
の
放
飼
場
や
モ
グ
ラ
の
行
動
展
示

ほ
う
し
じ
よ
う

場
が
設
置
さ
れ
た
「
土
の
城
」
、
ウ
サ
ギ
や
モ
ル

モ
ッ
ト
と
触
れ
合
え
る
「
リ
ト
ル
ガ
ー
デ
ン
」
、

放
し
飼
い
し
た
ヤ
ギ
や
ヒ
ツ
ジ
に
餌
や
り
体
験

が
で
き
る
広
場
な
ど
、
楽
し
い
施
設
が
た
く
さ

ん
で
き
ま
し
た
。
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ふ
れ
あ
い
体
験
広
場
で

動
物
た
ち
に
触
れ
て
み
よ
う

●1
モ
ル
モ
ッ
ト
を
大
切
そ
う
に
ひ
ざ

に
乗
せ
る
子
ど
も
た
ち
●2
か
わ
い
い

顔
を
の
ぞ
か
せ
る
プ
レ
ー
リ
ー
ド
ッ
グ

●3
日
光
浴
す
る
ミ
ー
ア
キ
ャ
ッ
ト
●4

好
奇
心
が
強
く
、
窓
ガ
ラ
ス
越
し
に

子
ど
も
た
ち
を
見
つ
め
る
ミ
ー
ア

キ
ャ
ッ
ト
●5
ゾ
ウ
ガ
メ
の
大
き
い
甲

羅
に
触
れ
る
子
ど
も
た
ち
●6
愛
ら
し

い
ア
ヒ
ル
に
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
る
来
園

者
●7
放
し
飼
い
さ
れ
て
い
る
ヒ
ツ
ジ

●8
ウ
サ
ギ
の
動
き
を
熱
心
に
観
察
す

る
子
ど
も

多目的ホールの
「ツシマヤマネコ紹介コーナー」

◎
ふ
れ
あ
い
体
験
イ
ベ
ン
ト
は
主
に

土
・
日
曜
、
祝
日
に
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
動
物
の
健
康
状
態
や
天
候
に

よ
っ
て
一
部
中
止
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
開
催
時
間
な
ど
詳
し
く
は

入
園
時
に
受
け
付
け
で
配
布
し
て
い

る
チ
ラ
シ
や
、
園
内
放
送
な
ど
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

い
ま
す
。

城
の
内
部
で
は
北
部
九
州
唯
一
と
な
る
、
モ

グ
ラ
の
行
動
展
示
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

リ
ト
ル
ガ
ー
デ
ン

季
節
の
草
花
と
一
緒
に
愛
ら
し
い
ウ
サ
ギ
と

モ
ル
モ
ッ
ト
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ

ら
の
動
物
は
暑
さ
に
弱
い
た
め
、
手
作
り
の
日

よ
け
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ

大
き
な
白
い
屋
根
が
目

印
の
「
ふ
れ
あ
い
ス

テ
ー
ジ
」。
ヒ
ツ
ジ
の

毛
刈
り
や
小
動
物
と
の

ふ
れ
あ
い
体
験
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
約

人
が

90

座
れ
る
観
覧
席
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
ひ
と

休
み
な
ど
に
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
の
ほ
か
体
験
学
習
な
ど
に
利
用
で
き
る

「
多
目
的
ホ
ー
ル
」
や
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
仕
様
の

「
多
目
的
ト
イ
レ
」、「
授
乳
室
」
な
ど
も
新
設
し

て
い
ま
す
。

胸

胸

●2

●3●4

●5

●6

●7●8
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ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ（
写
真
●1
）

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る

ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
。
い
し
だ
け
動
植
物

園
で
は
3
月
に
環
境
省
対
馬
野
生
生
物

保
護
セ
ン
タ
ー（
対
馬
市
）か
ら
雄
2
匹

を
、
5
月
に
は
福
岡
市
動
物
園（
福
岡
市
）

か
ら
雌
2
匹
を
受
け
入
れ
、
飼
育
下
繁
殖

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
（
一
般
公
開

は
来
年
度
予
定
）。
ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
は

生
息
数
が
1
0
0
匹
程
度
と
推
定
さ
れ

て
お
り
、
最
も
絶
滅
の
恐
れ
が
高
い
絶
滅

危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

対
州
馬（
写
真
●2
）

た
い
し
ゆ
う

対
馬
に
生
息
す
る
長
崎
県
固
有
の
馬
で
、

全
国
に

数
頭
し
か
い
な
い
、
日
本
在
来

30

馬
の
一
種
で
す
。
性
格
は
お
と
な
し
く
、

坂
道
で
荷
物
を
運
ん
だ
り
、
農
耕
馬
と
し

て
対
馬
の
人
々
と
生
活
を
共
に
し
て
き

ま
し
た
。
園
に
は
、
高
広（
雄
、6
歳
）と

豊
姫（
雌
、
歳
）の
2
頭
が
3
月
末
に
対

13

馬
か
ら
や
っ
て
き
ま
し
た
。
豊
姫
は
6

月
4
日
に
出
産（
父
親
は
対
馬
に
い
る
安

高
）。赤
ち
ゃ
ん
は
暑
さ
に
弱
い
た
め
、
午

前
9
時
の
開
園
か
ら
少
し
の
時
間
だ
け

一
般
公
開
し
て
い
ま
す
。

ツ
シ
マ
ジ
カ（
写
真
●3
）

対
馬
に
生
息
す
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
一
種
。

森
林
や
草
原
に
生
息
し
、
群
れ
で
生
活
し

て
い
ま
す
。
木
の
実
や
さ
ま
ざ
ま
な
草

を
食
べ
、
原
始
的
な
特
徴
を
残
し
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
2
年
前
、
対
馬
で

赤
ち
ゃ
ん
の
時
に
保
護
さ
れ
、
園
に
や
っ

て
き
た
「
ま
る
ち
ゃ
ん
」
は
、
現
在
福
岡

か
ら
来
た
雄
ジ
カ
と
お
見
合
い
中
で
す
。

対
馬
地
鶏（
写
真
●4
）

対
馬
在
来
の
家
禽（
家
畜
の
鳥
）で
す
。

か

き
ん

雄
雌
と
も
に
顎
に
毛
が
あ
る
の
が
特
徴

で
す
。
こ
の
原
種
は
長
崎
県
農
林
技
術

開
発
セ
ン
タ
ー
で
維
持
管
理
さ
れ
て
い

ま
す
。
体
験
広
場
の
完
成
に
伴
い
、
新
し

く
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。

い
し
だ
け
動
植
物
園
で
は
、
長
崎
・
佐
賀
県
で
た
だ
一
つ
の
公
立
動
植
物
園
と
し
て
、

県
内
固
有
の
動
物
た
ち
の
飼
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

長
崎
県
固
有
の
動
物
た
ち

新
た
に
仲
間
入
り
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命を守り、育み、
つないでいくことの
大切さを伝えていきます

野村園長に今後の運営方針などについて聞きました

わたしは、いしだけ動植物園の園長という職を通して、
次代を担う子どもたちに、何よりも「命の尊さ」を伝え
たいと思っています。
すべての生き物は「食物連鎖」という関係の中で、生
きるためにエサを捕ったり、敵から身を守ったりしなが
ら懸命に生きています。わたしたち人間もほかの生き物
たちと同じで、いろいろな命とつながっているからこそ、
生きることができます。
そうしたことを伝えていくため、園の運営においては、
単に生き物たちの珍しさやかわいさだけを見せるのでは
なく、「多種多様な生き物の命を、保護や繁殖などを通し
て、守り、育み、次の命へつないでいく」、そのような取
り組みを分かりやすくお見せしていきたいと思います。
ことしは「国際生物多様性年」でもあり、生物の多様
性についてのさまざまな企画や展示を催し、いろいろな
目線で命の尊さを伝えていきます。そして、皆さんに生
き物たちの存在や生態をもっと身近に感じていただき、
動物たちとゆっくりと触れ合ってもらえるような場を提
供していきたいと思っています。

夏は楽しいイベントがいっぱい
ことしの夏はこれまでとは一味違ったイベントを実施

します。その一つ目は「アクア！オン・ザ・グラス」。ミ
ストやスプリンクラーを使って、芝生の上で水遊びがで

きる場を手作りします。このほかにも来園者にライオン
の放飼場に入ってもらい、隠したエサをライオンに探さ
せる「お肉はどこだ！ライオンさんにいじわる！」や、
昔懐かしい「ザリガニ釣り体験」など、当園ならではの楽
しいイベントをたくさん開催します。毎年好評の「YORU

よる

☆DO！」（わくわく夜の動植物園）も8月中の土曜日とお
どう

盆の時期に開催予定です。ことしの夏は動植物園で思
いっきり楽しんで、暑さを吹き飛ばしてください。
※8月のイベントは本紙14ペ－ジでも紹介しています。

愛される動植物園づくりに努めます
動植物園では、これからもスタッフ一丸となって、皆
さんに愛される動植物園づくりに努めていきますので、
お気付きの点などがありましたら、近くのスタッフに気
軽に声を掛けてください。たくさんの皆さんのご来園を
心からお待ちしています。

佐世保市亜熱帯動植物園園長 野村成人
しげと

野村園長

園長
インタ
ビュー

問市亜熱帯動植物園 緯28-0011


